
２．降雨の状況 

 降雨状況については、文献１）、２）に詳しく掲載されていることから、本章では、これらを参考に要点を示

す。 

 8月に相次いで発生した台風第7号、第11号、第9号は、それぞれ8月17日、21日、23日に北海道に上陸し

た。台風第10号は、8月30日に暴風域を伴ったまま岩手県に上陸し、東北地方を通過して日本海に抜けた。

これらの台風等の影響で、東日本から北日本を中心に大雨や暴風となり、特に北海道と岩手県では、記録的

な大雨となった。なお、北海道に3つの台風が上陸したこと、台風が東北地方太平洋側に上陸したことは、

気象庁が1951年に統計を開始して以来、初めてのことである。台風経路とアメダス降雨分布図（平成28年8

月15日1時～24日24時、平成28年8月29日1時～31日9時）を示す（図-2.1）。 

平成28年8月の北海道の降水の状況としては、道内アメダス225地点中、89地点で、月の降水量の極値（1

位）を更新し、道東の太平洋側の広い地域で平年（8月の平均値）の2～4倍となる500ミリを超える降水量と

なった（図-2.2）。8月の総降水量が最も多い地点である河東郡上士幌町ぬかびら源泉郷の降水量時系列図

（8月16日0時～8月31日24時）を示す（図-2.3）。 

図-2.1 台風経路とアメダス降雨量分布（参考文献2)より転載） 
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図-2.2 平成28年8月の北海道の降水の状況（参考文献2)より転載） 

 

図-2.3 河東郡上士幌町ぬかびら源泉郷の降水量時系列図(参考文献1)より転載） 

ぬかびら源泉郷 
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